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たうんとぴっくす

6/16感謝の気持ちを花束で
「父の日」にあわせて、鈴木町長に花束が贈られました

バラやヒマワリ、ガーベラなどで彩られた花束を町長に贈呈。

　「父の日」を前に、JA 大井川花卉協議会の会員
である生産者や JA 大井川の職員が役場本庁を
訪れ、鈴木町長に花束を贈呈しました。
　この取り組みは、JA 大井川管内の自治体首長
に日頃の感謝の気持ちを表すために、同協議会
が毎年実施しています。
　花束を受け取った鈴木町長が「毎年きれいな
花を贈っていただき、楽しませていただいてい
ます」と感謝すると、生産者は「会員が丹精込め
て育てた花で、少しでも癒しのひとときを過ご
していただけたら」と話しました。

本川根 B&G 海洋センターでアクアリズム始まる
　本川根 B&G 海洋センターの屋内プールに
て、町内幼稚園・保育園の年長・年中児を対象と
したアクアリズム（幼児水中運動教室）が始まり
ました。
　園児らは同センター職員の指導の下、遊びを
取り入れた約１時間の運動プログラムを楽しみ
ました。
　アクアリズムは、幼少期からの身体機能の向
上を目指し、楽しみながら自然と泳げるように
なることを目標としています。年長児は、９月ま
での３カ月間を通して、５㍍泳げるようになる
ことを目指します。
　初回では、まずは「水を怖がらないこと」を
テーマに、それぞれの年代に応じて設定された
プログラムを満喫しました。

・　　 夏をさきどり！

バケツに水をためるゲーム。楽しみながら水に慣れる。

年長組は大プールに挑戦。水の深さを自分自身の体で覚える。

底に沈めた輪を拾う運動。達成感を味わいながら次の段階へ。

ここにも、一つの物語。
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さらなる地域福祉の充実に向けて

「トーマス号」の運行初日に、各地で歓迎イベントが行われました

今後は、７月29日・８月26日・９月30日・10月９日に行う予定。

　今年も、大井川鐵道で「きかんしゃトーマス
号」の運行が始まりました。
　千頭地区・田代地区の間の千代橋歩道橋では、
商工会女性部や町民など約30人が、横断幕を掲
げたり手を振ったりして歓迎しました。女性部
の武田みゑ子部長（梅高区）は「私たちにできる
おもてなしを続けていきたい。皆さんも、トーマ
ス号を見かけたらぜひ手を振ってほしい」と話
しました。また、千頭駅ホームでは到着式が行わ
れ、関係者と乗客によるくす玉割りや運転士へ
の花束贈呈で、４年目の運行開始を祝いました。

４年目の夏、始まる

地上と上空の連携で迅速な救助
本格的な夏山シーズンを前に、消防ヘリを活用した救助訓練を実施

隊員同士声を掛け合いながら、迅速かつ確実な救助を実施。

　静岡市消防局の航空隊と千代田消防署、島田
消防署は、尾呂久保地区にて山岳救助訓練を実
施しました。訓練は登山者２名が滑落したこと
を想定して行われ、しずはた山岳救助隊と川根
北出張所の職員が、斜面下の人形をそれぞれ引
き揚げ、「ウッドハウスおろくぼ」から上空の消
防ヘリ「カワセミ」に吊り上げて搬送しました。
　川根北出張所の鈴木美佐男所長は「町の皆さ
んには、登山者を見かけたら積極的な声掛けを
お願いしたい。また、慣れた山道であっても、ぜ
ひ用心して歩いてほしい」と話しました。

町内各地でホタルが乱舞
　5月下旬から６月中旬にかけて、町内各地で
はホタルが舞いました。
　「接岨大吊橋」下のビオトープでは、今年も多
くの見物客が訪れ、幻想的な風景を楽しんでい
ました。昨年からの見物客の増加を受け、長島ダ
ム管理所や町観光商工課により駐車場案内看板
や階段、足元を照らす電灯などが整備されたほ
か、地元住民が見物客を案内するなど、地域ぐる
みのおもてなしが見られました。

川 根 本 町 の パート
２！
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はかなくも美しい 　、今年も・・・

「接岨大吊橋」下のビオトープ
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